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親の離婚を経験しており、同居親が再婚をしていない、東京都内の大学生 10 名（男子 4
名、女子 6 名、平均年齢 21.0 歳、標準偏差 1.5 歳）を調査対象にした（Table1）。
調査期間
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対象者    年齢      性別         親が離婚し           離婚前の            離婚後の                          離婚時の状況                                        た時の年齢           家族構成            家族構成
   A        20歳      男性              18歳                父・母                  父              母は小学3年生の時に家を出た
   B        20歳      女性              16歳             父・母・弟            母・弟           
   C        21歳      女性              15歳                父・母                  母              
   D        20歳      女性              13歳             父・母・姉            母・姉           
   E        24歳      女性              14歳             父・母・兄            母・兄           
   F        22歳      男性              5歳                 父・母            母方の祖母        対象者は離婚後，父母どちらとも一緒                                                                                                               に過ごしていない
   G        22歳      男性         1度目:10歳         父・母・姉            母・姉           別れた親が再婚し，再び離婚した                                        2度目:12歳
   H        19歳      男性              0歳                 父・母                  母              
    I        20歳      女性              13歳                父・母                  母              小学6年生の時から家庭内別居が始まっ                                                                                                               ていた


















これらの手続きは、第 2 著者を含む心理学を専攻する大学生女子 3 名で行い、第 1 著者
が適宜助言をして、進めた。
3 ── 結果
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